
―さらに精度・効果・効率を高め，利益を生み出すノウハウ―

“思い”と“思い込み”は全く別ものだ。経営理念，
人材ビジョン，社風などを考えるとき，人の“思い”を
抜きには成り立たない。しかし，単なる思い込みが優先
すると，肝心な“思い”の実現は妨げられる可能性があ
る。例えば「あるべき人材像」を打ち出しても面接と適
性検査で矛盾する採用活動をしていれば，入社後の活躍
が期待通りにいかなくて当然ともいえる。また，「教育
が大事」とのポリシーを掲げても，対象者，内容，費用
の絞り込みが適切でなく，有効な教育投資になっていな
ければ，ポリシーは空文に等しい。いったい自社は妥当
にして効果的な人事施策を展開しているのか？　─実

は，文系の極ともいえる人事部門こそ，理系の手法を取
り入れ検証する余地が大きい。ただ，いきなり数式を見
せられても戸惑う。そこで本稿ではできる限り人事の実
務に沿い，かつ業績効果の高いテーマで誌面が構成でき
るよう，人事分野および科学的アプローチ両面で秀でた
知見をお持ちの専門家に整理をお願いした。
思い込みや誤解を排し，その結果，採用，教育の精度

が向上し，業績面での寄与が数値で確認できれば，取り
組みにも確信が持てるようになるはずだ。科学的手法は
従来路線からの飛躍の足がかりとして今後注目されるポ
イントと思われる。 （編集部）
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